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誰
で
も
喜
び
の

生
活
に
入
れ
る
教
え

幸
福
と
は
何
か
、

幸
せ
に
な
る
た
め
の

ひ
孫
が
三
人
に
な
り
、
大
変
賑
や

か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
の
秋
、
顕
妙
寺
の
副

住
職
・
教
仁
上
人
が
霊
断
師
と
な

り
、
毎
月
の
盛
運
祈
願
祭
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎

月
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
時
に
初
め
て
倶
生

神
月
守
に
出
会
い
ま
し
た
。

家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
月
守
り
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
心
が
一
つ
に
な
り
、
大
き

な
船
に
な
っ
た
よ
う
な
感
覚

が
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
全
員
で
倶

生
神
月
守
と
一
緒
に
、
残
り
の
人

生
を
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

弟
子
六
老
僧
の
日
向
上
人
に
師
事

し
た
。
天
目
上
人
は
美
濃
阿
闍
梨

と
称
し
、
下
野
安
蘇
郡
奈
良
渕
村

で
布
教
し
て
い
た
と
き
、
唐
沢
山

城
主
の
佐
野
家
及
び
家
臣
の
若
田

部
源
五
郎
光
盛
が
帰
依
し
て
一
宇

を
建
立
、
同
上
人
を
開
山
に
仰
い

だ
の
が
妙
顕
寺
の
始
ま
り
で
あ

る
。
永
享
四
年
（
一
四
二
三
）
六

月
、
時
の
将
軍
足
利
義
教
よ
り
寺

領
三
百
石
を
寄
進
さ
れ
、
永
正
四

年
（
一
五
〇
七
）
佐
野
家
の
祈
願

所
と
な
っ
た
。
天
正
二
年
（
一
五

七
四
）に
火
災
に
遭
い
全
山
焼
失
。

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
は
唐

沢
山
城
の
春
日
山
移
築
に
と
も
な

い
、
そ
の
鬼
門
除
け
と
し
て
現
在

地
に
移
っ
た
。
寛
政
六
年
（
一
七

九
四
）、
再
び
火
災
に
み
ま
わ
れ
、

現
存
す
る
鐘
楼
の
み
を
残
し
て
、

す
べ
て
を
焼
失

し
た
。
現
在
の

堂
宇
は
安
政

二
年
（
一
八
五

五
）
の
建
立
で

あ
る
。

本
堂
に
奉
安

さ
れ
て
い
る
日
蓮
聖
人
像
は
、
天

目
上
人
が
師
事
し
た
日
向
上
人
の

作
で
〝
天
目
願
満
の
祖
師
像
〞
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
鬼
子
母

神
堂
に
安
置
さ
れ
る
鬼
子
母
神
像

は
伝
教
大
師
最
澄
の
作
と
言
わ

れ
、
本
堂
入
り
口
に
掛
か
る
山
号

扁
額
は
李
氏
朝
鮮
後
期
の
政
治
家

で
知
ら
れ
る
金
玉
均
の
揮
毫
で
あ

る
。当

山
は
平
成
二
十
二
年
よ
り
齊

藤
日
軌
猊
下
が
貫
首
を
務
め
て
い

る
。
齊
藤
貫
首
は
北
海
道
富
良
野

市
本
要
寺
よ
り
妙
顕
寺
に
晋
山
、

霊
断
師
会
に
お
い
て
教
学
講
師
、

霊
断
法
解
説
講
師
、
霊
断
師
会
総

合
研
究
所
所
長
、
霊
断
院
院
長
を

歴
任
し
た
。
齊
藤
貫
首
は
「『
南

無
妙
法
蓮
華
経

唱
え
て
す
べ
て

大
調
和
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
本
山

の
護
持
丹
精
、
正
法
の
興
隆
、
教

線
の
拡
張
に
不
惜
身
命
の
覚
悟
で

尽
力
し
ま
す
」と
意
志
を
語
っ
た
。

（
栃
木
県

野
澤
優
介
通
信
員
）
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ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
二
〇

一
三
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

ゆ
る
キ
ャ
ラ
〝
さ
の
ま
る
〞、
そ

し
て
青
竹
打
ち
の
平
麺
と
し
ょ
う

ゆ
味
の
あ
っ
さ
り
と
し
た
ス
ー
プ

が
特
徴
の
〝
佐
野
ラ
ー
メ
ン
〞
で

有
名
な
佐
野
市
に
開
本
山
妙
顕
寺

が
あ
る
。

妙
顕
寺
は
、
永
仁

二
年
（
一
二
九
四
）

に
中
老
僧
天
目
上
人

が
開
創
し
た
日
蓮
宗

の
由
緒
寺
院（
本
山
）

で
あ
る
。
天
目
上
人

の
俗
性
は
畠
山
氏
、

母
は
宗
祖
在
世
中
の

法
難
・
熱
原
法
難
で

知
ら
れ
る
熱
原
甚
四

郎
の
娘
で
あ
る
。
日

蓮
聖
人
は
熱
原
法
難

で
多
数
の
信
徒
が
犠

牲
に
な
っ
た
こ
と
を

い
た
く
悲
し
み
、
幼

き
天
目
上
人
に
心
を

よ
せ
た
。
宗
祖
入
滅

後
は
日
蓮
聖
人
の
本

全
国
の
聖
徒
団
を
訪
ね
て

栃
木
県
佐
野
市

妙
顕
寺
聖
徒
団
（
齊
藤
日
軌
団
長
）

中
老
僧
天
目
上
人
ゆ
か
り
の
本
山

大
平
家
は
、
親
の
代
か
ら
お
題
目

の
信
仰
が
始
ま
り
、
私
も
そ
の
中
に

生
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
、
思
い

返
せ
ば
、
親
の
お
か
げ
で
お
題
目
の

道
に
導
い
て
も
ら
え
た
の
だ
と
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
し
て
、
夫
婦
と
も
に
お
題

目
の
信
仰
に
励
み
、
身
延
山
や
七

面
山
の
団
参
に
は
家
族
で
よ
く
参

詣
し
ま
し
た
。今
で
は
孫
が
九
人
、

宮
城
県
塩
竈
市

顕
妙
寺
聖
徒
団
（
日
野
教
仁
団
長
）

大
平

博
司

さ
ん

大
平
ま
さ
子

さ
ん

お
題
目
の
道
を
歩
む

お
題
目
の
道
を
歩
む

〜
倶
生
神
月
守
と
共
に
〜

〜
倶
生
神
月
守
と
共
に
〜

齋藤貫首

鬼子母神堂

鬼子母神像

大平さんのご家族

御宝前

本堂

〈
ア
ク
セ
ス
〉

・
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
・
東
武
佐
野
線

「
佐
野
駅
」
か
ら
徒
歩
七
分

・
佐
野
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
十
分

・
佐
野
藤
岡
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で

十
五
分

（左）大平博司さん（右）まさ子さん
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帰
山
式
特
集

帰
山
式
特
集

島
根
県
出
雲
市

　
為
久
寺
聖
徒
団
（
岡
田
法
弘
団
長
）

二
月
十
六
日
、
島
根
県
出
雲
市
の

為
久
寺
聖
徒
団
に
て
、
岡
田
法
弘
団

長
の
帰
山
式
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。
帰
山
式
に
は
檀
信
徒
だ
け
で
な

く
、
岡
田
団
長
の
知
人
や
友
人
も
多

数
参
列
し
、
そ
の
瞬
間
を
見
守
っ
た
。

式
で
は
、
団
長
含
め
七
名
の
荒
行
僧

が
気
迫
の
こ
も
っ
た
水
行
を
行
い
、

修
法
祈
祷
に
臨
ん
だ
。
堂
内
に
は
読

経
の
声
が
響
き
渡
り
、
参
加
者
一
同

が
心
を
一
つ
に
し
て
心
願
成
就
を
祈

っ
た
。

そ
の
後
の
謝
辞
で
は
、団
長
が
「
こ

れ
か
ら
更
に
お
寺
を
盛
り
上
げ
て
い

く
。
つ
い
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
力

強
く
語
り
、
参
列
者
の
深
い
感
銘
を

受
け
て
い
た
。

こ
の
帰
山
式
を
通
じ
て
、
為
久
寺

が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
多
く
の
人
々

に
と
っ
て
信
仰
の
拠
り
所
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

 

（
島
根
県

　
岡
本
亮
泰
通
信
員
）

島
根
県
雲
南
市

　
成
蓮
寺
聖
徒
団
（
岡
本
亮
泰
団
長
）

二
月
十
九
日
、
島
根
県
雲
南
市
大

東
町
の
成
蓮
寺
聖
徒
団
に
て
、
岡
本

亮
泰
団
長
の
帰
山
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
檀
信
徒

を
は
じ
め
、
縁
の
あ
る
参
拝
者
約
五

十
名
が
集
ま
り
、
団
長
の
帰
山
を
祝

っ
た
。

式
で
は
、
岡
本
団
長
が
心
を
込
め

た
水
行
を
行
い
、
修
法
祈
祷
を
厳
修
。

堂
内
に
響
き
渡
る
読
経
の
声
と
と
も

に
、
参
列
者
は
共
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

修
行
を
終
え
、
一
段
と
引
き
締
ま
っ

た
表
情
の
団
長
は
、「
ご
縁
に
恵
ま
れ
、

有
難
い
修
行
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

地
域
に
密
着
し
た
お
寺
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、

今
後
の
精
進
を
誓
っ
た
。

青
森
県
黒
石
市

　
法
峠
寺
聖
徒
団
（
木
立
智
大
副
団
長
）

二
月
十
六
日
、
青
森
県
黒
石
市
の

法
峠
寺
聖
徒
団
（
木
立
智
大
副
団
長
）

に
て
第
参
行
帰
山
奉
告
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
積
雪
に
見
舞

わ
れ
た
青
森
だ
っ
た
が
、
当
日
は
木

立
智
大
上
人
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に
暖
か
い
日
差
し
が
降
り

そ
そ
い
だ
。
家
族
や
檀
信
徒
の
方
々

は
智
大
上
人
の
無
事
の
帰
山
を
喜
び
、

大
き
な
お
題
目
の
声
で
出
迎
え
た
。

智
大
上
人
は
「
県
内
有
縁
の
教
師

の
方
々
、
忙
し
い
中
お
出
迎
え
を
し

て
い
た
だ
い
た
檀
信
徒
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
荒
行
堂
に
行

く
の
も
修
行
、
帰
り
を
待
つ
の
も
修

行
で
あ
り
、
百
日
間
修
行
に
専
念
で

き
た
の
も
家
族
や
檀
信
徒
の
お
か
げ

で
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

 

（
青
森
県
　
小
野
泰
惇
通
信
員
）

た
。式

に
先
立
ち
、
令
和
六
年
度
大
荒

行
堂
正
傳
師
、
若
松
日
俊
猊
下
よ
り

許
證
が
授
与
さ
れ
、
共
に
修
行
し
た

十
名
の
荒
行
僧
の
気
迫
溢
れ
る
読
経

と
加
持
祈
祷
が
行
わ
れ
た
。

団
長
の
挨
拶
で
は
、
家
族
、
檀
信

徒
に
感
謝
の
言
葉
と
、
人
に
恵
ま
れ
、

素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち
と
修
行
が
で

き
て
幸
せ
だ
っ
た
と
語
り
、
感
激
と

よ
ろ
こ
び
に
溢
れ
た
帰
山
式
と
な
っ

た
。

島
根
県
出
雲
市

　
法
恩
寺
聖
徒
団
（
橘
亮
光
団
長
）

二
月
十
五
日
、
島
根
県
出
雲
市
の

法
恩
寺
聖
徒
団
に
て
、
橘
亮
光
団
長

の
第
再
行
帰
山
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

当
日
は
住
職
の
帰
山
を
祝
福
す
る
か

の
よ
う
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

檀
信
徒
が
集
ま
り
盛
大
な
帰
山
式
と

な
っ
た
。
橘
住
職
は
平
成
二
十
二
年

の
初
行
成
満
か
ら
十
五
年
ぶ
り
の
荒

行
堂
。
再
行
と
し
て
は
高
齢
な
こ
と
、

妻
と
子
供
三
人
を
残
し
て
の
修
行
と

不
安
は
多
く
あ
っ
た
が
無
事
の
成
満

を
迎
え
た
。

橘
団
長
は
「
正
直
、
最
初
は
本
当

に
辛
く
心
が
折
れ
か
け
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
送
り
出
し
て
く
れ
た
檀
信

徒
の
皆
さ
ま
、
家
族
の
顔
が
思
い
浮

か
び
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
私
が
こ
の
修
行
を
通
し
て
痛

岡田団長の水行

荒行僧による力強い読経

帰山式での修法祈祷

感謝を伝える岡本団長

雪の積もる中での寒水行

僧俗一体で熱気に包まれた本堂 感謝の気持ちを伝える木立副団長

奥様に感謝を伝えた野中団長 感謝の花束が贈られた

成
蓮
寺
が
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共

に
歩
み
、
信
仰
の
灯
を
守
り
続
け
る

こ
と
を
、
参
列
者
一
同
が
改
め
て
実

感
す
る
一
日
と
な
っ
た
。

笑
顔
で
お
迎
え
「
お
帰
り
な
さ
い
」

 
島
根
県
三
カ
寺
で
帰
山
式

行
く
の
も
修
行
、
待
つ
の
も
修
行

感
激
と
喜
び
の
帰
山
式

感
し
た
の
は
自
分
の
弱
さ
で

す
。
一
人
だ
け
で
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
檀
信
徒

を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
の

お
か
げ
で
自
分
が
あ
り
、
法
恩

寺
が
あ
る
こ
と
を
強
く
再
確
認

し
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
修
行

で
得
た
力
で
ご
恩
返
し
を
し
な

が
ら
、
檀
信
徒
、
お
寺
が
一
体

と
な
り
、
よ
り
一
層
法
恩
寺
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
語
っ
た
。

 （
島
根
県
　
岡
本
亮
泰
通
信
員
）

橘団長と荒行僧による水行

成満を祝う檀信徒の皆さん

北
海
道
北
広
島
市
　
昌
福
寺
聖
徒
団
（
野
中
隆
謙
団
長
）

ま
た
雪
が
残
る
北
海
道
の
三
月
。

北
海
道
北
広
島
市
の
昌
福
寺
聖
徒
団

に
於
い
て
、
野
中
隆
謙
団
長
の
第
五

行
成
満
帰
山
式
が
盛
大
に
奉
行
さ
れ



⑶

こ
そ
、
そ
の
思
い
が
通

じ
目
の
前
に
「
ご
加
護

（
利
生
）」
が
顕
れ
た
こ

と
を
肌
で
感
じ
た
参
拝

団
一
行
は
目
頭
が
熱
く

涙
が
止
ま
ら
な
い
。

『
荒
行
堂
の
寒
壱
百

日
の
修
行
は
団
長
一
人

で
行
う
と
ば
か
り
思
っ

て
い
た
が
私
達
、
檀
信

徒
一
人
一
人
が
「
我
が

事
」
と
受
け
止
め
て
、

共
に
修
行
す
る
こ
と
が

大
事
な
こ
と
だ
と
、
今

回
の
経
験
で
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
』
と
語
る
檀

信
徒
一
同
。

全
て
の
想
い
が
集
結

さ
れ
帰
山
式
当
日
は
、

冬
の
新
潟
に
は
珍
し
い

晴
天
。
青
空
が
広
が
り
、

皆
の
心
の
闇
「
元
品
の

無
明
」
が
晴
れ
、
温
か

く
眩
し
い
程
の
木
漏
れ

日
が
照
ら
す
。
参
詣
者

の
心
が
一
つ
に
な
り
笑

顔
が
溢
れ
る
よ
ろ
こ
び

の
帰
山
式
と
な
っ
た
。

新
潟
県
新
発
田
市

　
法
華
寺
聖
徒
団
（
本
田
義
昌
団
長
）

二
月
十
五
日
、
午
前
十
時
よ
り
新

潟
県
新
発
田
市
法
華
寺
聖
徒
団
・
本

田
義
昌
団
長
の
大
荒
行
堂
「
第
五
行

帰
山
奉
告
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、
近

隣
住
民
あ
わ
せ
二
五
〇
名
を
超
え
る

檀
信
徒
が
参
詣
に
訪
れ
た
。

そ
の
前
に
特
記
す
べ
き
こ
と
が
あ

る
。
荒
行
成
満
の
二
日
前
、
二
月
八

日
の
こ
と
。
日
本
海
側
を
襲
う
大
寒

波
。
新
潟
県
は
勿
論
の
こ
と
、
北
陸

地
方
は
大
雪
の
影
響
で
陸
の
孤
島
と

な
っ
た
。
電
車
は
止
ま
り
道
路
に
積

も
っ
た
雪
で
交
通
機
関
は
麻
痺
。
北

陸
と
関
東
を
繋
ぐ
大
動
脈
と
も
言
え

る
「
関
越
自
動
車
道
」
も
除
雪
作
業

と
言
う
名
目
で
「
計
画
的
通
行
止
」

が
行
わ
れ
て
い
た
。

大
雪
の
影
響
で
団
参
中
止
も
「
止

む
を
得
な
い
」
状
況
下
。
法
華
寺
筆

頭
総
代
が
出
し
た
決
断
は
…
。『
ウ
チ

の
お
上
人
様
は
何
が
有
っ
て
も
絶
対

に
諦
め
な
い
。
我
々
檀
信
徒
の
為
に

い
つ
も
御
題
目
を
唱
え
て
「
祈
る
力
」

を
我
々
に
示
し
て
く
れ
る
。
今
こ
そ

お
上
人
を
迎
え
に
行
く
我
々
が
「
神

様
仏
様
に
祈
ら
ね
ば
ど
う
す

ん
だ
！
」』。
こ
の
一
声
で「
心

を
一
つ
に
し
た
檀
信
徒
」
は

共
に
手
を
合
わ
せ
出
発
の
前

日
か
ら
自
宅
や
お
寺
で
手
を

合
わ
せ
御
題
目
・
南
無
妙
法

蓮
華
経
の
唱
題
行
。「
必
ず

お
上
人
様
の
成
満
を
皆
で
お

迎
え
に
伺
う
ん
だ
！
」
と
火

が
付
い
た
そ
う
だ
。

二
月
九
日
の
早
朝
、
参
拝

団
一
行
は
法
華
寺
本
堂
に
て

朝
の
お
勤
め
を
済
ま
す
。
未

だ
通
行
止
め
解
除
の
目
途
が

立
っ
て
お
ら
ず
進
め
る
所
ま

で
進
ん
で
「
解
除
」
を
待
つ

こ
と
に
し
た
。
出
発
か
ら
三

時
間
後
。
関
東
に
向
か
っ
て
進
む
車

内
で
朗
報
が
入
る
。
通
行
止
め
が
解

除
さ
れ
た
の
だ
。
参
加
者
は
み
な「
私

達
の
祈
り
が
通
じ
た
。
信
仰
的
【
神

秘
】
を
目
の
当
た
り
に
「
共
有
し
た

瞬
間
」
を
得
た
。
何
の
渋
滞
も
無
く

関
東
・
千
葉
県
に
辿
り
着
い
た
の
で

あ
る
。
自
ら
の
判
断
と
責
任
を
感
じ

て
い
た
筆
頭
総
代
も
胸
を
撫
で
下
ろ

し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
十
五
時
半
に
は

正
中
山
法
華
経
寺
境
内
に
到
着
し「
成

満
旗
」
を
設
置
し
た
。
面
会
を
申
し

込
み
本
田
団
長
よ
り
外
堂
祈
祷
が
施

さ
れ
る
。
皆
で
真
剣
に
祈
っ
た
か
ら

一般参加者と共に水行

荒行僧と集合写真

本田団長の力強い木剣修法

万
策
尽
き
て
い
よ

い
よ
頼
る
べ
き
も
の

も
な
い
祐
光
は
、
最

後
の
頼
み
と
ば
か
り

に
念
佛
へ
の
信
仰
を

捨
て
法
華
経
に
帰
依

す
る
こ
と
を
日
蓮
大

聖
人
に
誓
い
ま
す
。

そ
こ
ま
で
の
覚
悟
が

あ
る
な
ら
ば
と
、
大

聖
人
は
つ
い
に
祐
光

の
た
め
に
當
病
平
癒

を
祈
る
の
で
し
た
。

す
る
と
不
思
議
な
こ

と
に
、
あ
れ
程
長
い

間
苦
し
ん
で
い
た
病

が
見
る
見
る
間
に
平

癒
し
て
い
く
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
に
は
さ
し
も
の

祐
光
も
大
変
に
驚
き
、
改
め
て
帰
依

の
証
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

海
中
よ
り
出
現
し
た
不
思
議
な
佛
像

を
大
聖
人
へ
寄
進
し
ま
し
た
。

見
れ
ば
そ
れ
は
見
事
な
釈
尊
の
立

像
で
す
。
祐
光
の
話
に
よ
れ
ば
、
あ

る
時
に
漁
師
が
投
網
に
な
に
や
ら
光

る
も
の
が
掛
か
っ
た
の
を
見
て
不
思

議
に
思
い
引
き
上
げ
て
み
る
と
、
そ

れ
は
幾
重
に
も
藻

が
絡
み
つ
い
た
佛

像
ら
し
き
物
で
し

た
。
絡
ま
っ
た
藻

を
丁
寧
に
払
う
と

あ
ま
り
に
神
々
し

い
お
像
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
漁
師

は
い
き
さ
つ
を
話

し
て
地
頭
の
所
へ

奉
納
し
た
と
い
う

の
で
す
。

大
聖
人
は
こ
の

話
を
聞
い
て
、
祐

光
を
助
け
た
こ
と

に
深
く
不
思
議
な

縁
を
感
じ
ま
し

た
。
海
中
よ
り
涌

現
し
た
釈
迦
牟
尼
佛
は
大
聖
人
と
の

出
逢
い
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
で

あ
り
、
祐
光
と
の
結
縁
は
そ
の
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
。
で
あ
る

な
ら
ば
祐
光
の
病
は
む
し
ろ
十
羅
刹

女
の
あ
え
て
の
責
め
苦
で
あ
り
、
一

見
災
い
と
思
え
た
病
脳
こ
そ
が
伊
東

祐
光
に
と
っ
て
も
法
華
経
と
の
縁
を

結
ぶ
た
め
の
大
切
な
利
益
で
あ
っ
た

の
で
す
。

そ
し
て
こ
の
不
思
議
な
利
益
を
も

た
ら
し
た
功
徳
は
、
他
で
も
な
い
舟

守
弥
三
郎
夫
妻
が
積
ん
だ
功
徳
で
あ

る
と
、
改
め
て
二
人
の
徳
を
称
え
ら

れ
ま
し
た
。
夫
妻
の
献
身
的
な
供
養

も
な
く
、
も
し
も
こ
の
地
で
飢
え
て

命
を
落
と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の

不
思
議
な
佛
像
と
の
出
逢
い
も
な
く

祐
光
と
て
病
に
苦
し
み
な
が
ら
間
も

な
く
生
涯
を
終
え
て
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
舟
守
弥
三
郎
夫
妻
の
法
華
経

へ
の
帰
依
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
救

い
を
も
た
ら
し
て
い
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
来
日
蓮
大
聖
人
は
こ
の
釈
尊
像

を
常
に
傍
ら
に
ご
安
置
し
、
ご
自
身

の
大
切
な
持
佛
と
さ
れ
た
と
伝
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

檀
信
徒
の
皆
で
祈
り
成
し
遂
げ
た
帰
山
式



⑷

い
の
ち
に
合
掌
（
そ
の
一
）

日
蓮
宗
で
は「
い
の
ち
に
合
掌
」

を
大
き
な
柱
と
し
て
掲
げ
て
お

り
、
日
蓮
宗
の
す
べ
て
の
活
動
は

「
い
の
ち
に
合
掌
」
を
根
本
と
し

て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日

蓮
宗
の
共
通
理
念
で
あ
る
「
い
の

ち
に
合
掌
」
に
つ
い
て
、
今
回
か

ら
数
回
に
渡
っ
て
詳
し
く
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
回
は
、「
い
の
ち
に
合
掌
」

を
一
言
で
ま
と
め
る
と
す
る
と
ど

う
表
現
で
き
る
か
、
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
の

が
海
外
に
向
け
て
の
訳
語
で
す
。

日
蓮
宗
は
海
外
に
も
お
寺
が
あ

り
、
多
く
の
国
で
お
題
目
は
信
仰

さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
い
の
ち
に

合
掌
」
は
「You are a Buddha

」

と
英
訳
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「Buddha

」
と
は
ブ
ッ
ダ
、
仏
さ

ま
の
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、「
あ

な
た
は
仏
さ
ま
」
と
言
い
換
え
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

日
蓮
聖
人
は
、「
あ
な
た
は
仏

さ
ま
」
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
ご

文
章
で
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。
右

の
一
節
も
そ
の
一
つ
で
、
蓮
華
が

果
実
の
な
る
の
と
花
の
咲
く
の
と

が
同
時
な
よ
う
に
、
私
達
も
法
華

経
と
縁
が
で
き
た
の
と
同
時
に
仏

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
か
れ
て

お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
誰
も
が

仏
の
種
を
宿
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
誰
に
対
し
て
も
法
華
経
は

開
か
れ
て
お
り
、
誰
も
が
法
華
経

と
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
つ
ま
り
は
、
誰
も
が
す
で

に
潜
在
的
に
仏
で
あ
る
こ
と
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
端
的
に
表

し
た
の
が
、「
い
の
ち
に
合
掌
」

＝
「You are a Buddha

」
＝
「
あ

な
た
は
仏
さ
ま
」
で
す
。

ま
た
、
日
蓮
聖
人
は
、「
あ
な

た
は
尊
い
」
と
、
私
達
と
い
う
の

は
存
在
す
る
と
い
う
事
実
そ
の
も

の
が
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
で
に
無

条
件
で
尊
い
の
だ
と
、
御
生
涯
を

通
し
て
訴
え
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
あ
な
た
は
仏
さ
ま
」「
あ
な
た
は

尊
い
」「
い
の
ち
に
合
掌
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、
お
題

目
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
続

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
い

の
ち
に
合
掌
」
は
お
題
目
の
こ
と

を
指
し
て
も
い
ま
す
。

是
非
と
も
お
題
目
を
お
唱
え
す

る
時
に
は
、
日
蓮
宗
の
共
通
理
念

で
あ
る
「
い
の
ち
に
合
掌
」「
あ

な
た
は
仏
さ
ま
」「
あ
な
た
は
尊

い
」
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
お

唱
え
下
さ
い
。

み
お
し
え

連合会教務部　部員
千葉県全昌寺聖徒団団長
亀 井 教 見

「
蓮
華
と
申
す
花
は
菓み

と
花
と
同
時
也
。（
中
略
）
法
華
経
と
申
は
手
に
取と

れ

ば
其
の
手
や
が
て
佛
に
成な

り

、
口
に
唱
ふ
れ
ば
其
の
口
即
ち
佛
也
。（
中
略
）

故
に
経
に
云い

わ
く

「
若
し
法
を
聞
く
こ
と
有
ら
ん
者
は
一ひ

と
り

と
し
て
成
佛
せ
ざ
る

こ
と
無
し
」
云
云
。
文
の
心
は
此
の
経
を
持た

も

つ
人
は
百
人
は
百
人
な
が
ら
、

千
人
は
千
人
な
が
ら
一
人
も
か
け
ず
佛
に
成な

る

と
申
す
文
也
」

（
令
和
新
修
一
五
六
一
）（
昭
和
定
本
一
八
九
〇
）

青
森
県
弘
前
市
に
あ
る
法
立
寺
は
、

天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
京
都
本
満

寺
塔
頭
の
玉
持
院
日
尋
上
人
が
、
大
浦

城
下
賀
田
（
旧
岩
木
町
）
に
一
寺
を
創

建
さ
れ
た
の
に
始
ま
り
、
日
蓮
宗
で
は

県
内
最
初
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
あ

る
。明

治
三
十
三
年
八
月
、
鰺
ヶ
沢
町

永
昌
寺
よ
り
入
山
し
た
唯
教
院
日
心
上

人
は
、
同
二
十
五
年
よ
り
正
中
山
荒
行

堂
で
苦
修
錬
行
し
、
三
十
五
年
に
は
五

百
日
を
満
行
し
た
。
日
心
上
人
は
永
昌

寺
在
職
中
に
子
連
れ
の
鬼
子
母
尊
神
像

と
仁
王
尊
像
を
造
立
し
、
法
立
寺
入
山

後
に
同
じ
く
子
連
れ
の
鬼
子
母
尊
神
像

と
仁
王
尊
像
を
造
立
し
た
。

仁
王
門
、
鬼
子
母
尊
神
堂
の
老
朽

化
に
伴
い
、
平
成
十
三
年
に
前
住
職
で

あ
る
唯
孝
院
日
正
上
人
が
現
本
堂
を
新

築
し
、
仁
王
尊
像
は
本
堂
玄
関
内
に
移

さ
れ
た
。

全
長
約
七
尺
あ
る
鬼
子
母
尊
神
像

は
、
眼
光
鋭
く
、
思
わ
ず
後
退
り
し
て

し
ま
う
ほ
ど
だ
が
、
そ
の
反
面
愛
す
る

我
が
子
と
手
を
繋
い
で
い
る
そ
の
姿

は
、
慈
愛
に
溢
れ
、
安
産
、
子
育
の
神

様
と
し
て
、
造
立
以
来
多
く
の
檀
信
徒

や
信
者
を
守
護
し
て
き
た
。
造
立
さ
れ

た
背
景
か
ら
、
永
昌
寺
の
鬼
子
母
尊
神

像
を
姉
、
法
立
寺
の
鬼
子
母
尊
神
像
を

妹
と
し
て
、
今
も
な
お
多
く
の
人
に
信

仰
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

お
ら
が
寺
の
守
護
神（
第
三
十
三
回
）

お
ら
が
寺
の
守
護
神（
第
三
十
三
回
）

姉
妹
の
子
連
れ
鬼
子
母
尊
神
像

姉
妹
の
子
連
れ
鬼
子
母
尊
神
像

 

青
森
県
弘
前
市

　
法
立
寺
聖
徒
団
（
小
野
泰
惇
副
団
長
）

青
森
県
弘
前
市

法
立
寺
聖
徒
団
（
小
野
泰
惇
副
団
長
）

第60回全国聖徒団結集身延記念大会第60回全国聖徒団結集身延記念大会
９月27日（土）～28日（日）９月27日（土）～28日（日）

今年は60回の記念大会です。是非、たくさんの聖徒さんのご参加をお待ちしています！



⑸

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１

か
ら
み
を
つ
け
る
香
辛
料

２

魚
へ
ん
に
占
と
書
い
て
？

３

日
本
間
で
天
井
と
か
も
い

　
　
の
間
の
飾
り
窓

４

駅
…
…
。
ど
か
…
…

５

10
本
の
ピ
ン
を
倒
す
競
技

６

海
水
の
満
ち
引
き

８

「
彼
の
実
力
は
…
…
だ
」

11

…
…
に
は
勝
て
ぬ

13

旧
国
名
は
ビ
ル
マ

15

当
世
。
…
…
の
子

17

引
き
分
け
と
な
っ
た
碁

19

首
都
は
カ
ン
パ
ラ

20

大
衆
的
な
お
菓
子

22

自
分
で
食
事
を
作
り
ま
す

24

そ
れ
行
け
ア
ン
…
…
マ
ン

25

…
…
は
飢
え
て
も
穂
を
つ

　
　
ま
ず

■ヨコのカギ
１　ユーカリを食べる動物
４　横浜流星が主演の大河
　　ドラマ
７　……あかつきを覚えず
９　十二支の２番目
10　縫わない針。……針
11　昭和のお笑いグルー
　　プ、チャンバラ……
12　魚や貝は……の幸
14　前へ進めること
16　火事場などにいる馬？
18　一……を照らす、これ
　　則ち国宝なり
20　串……、……虫
21　へま。……を踏む
23　油を流すヒキガエル
24　首都はイスラマバード
26　有名な「動物記」の人
27　丸太をつないだ舟

〈
作
り
や
す
い
分
量
〉

食
パ
ン
（
８
枚
切
り
）
４
枚
、

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
ソ
ー
ス
（
市
販
の

パ
ス
タ
ソ
ー
ス
）
大
さ
じ
４
〜

６
、
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
２
枚
、
粗

び
き
黒
こ
し
ょ
う
少
々
。

〈
作
り
方
〉

①
食
パ
ン
２
枚
に
カ
ル
ボ
ナ
ー

ラ
ソ
ー
ス
を
全
体
に
ぬ
り
、
粗
び

き
黒
こ
し
ょ
う
を
ふ
る
。
そ
の
上

に
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
を
の
せ
、
残

り
の
食
パ
ン
で
は
さ
む
。

②
電
子
レ
ン
ジ
対
応
の
ラ
ッ
プ

で
①
を
そ
れ
ぞ
れ
包
み
、
冷
凍
庫

へ
。

※
冷
凍
保
存
期
間
は
２
週
間
。

〈
食
べ
方
〉

①
ラ
ッ
プ
は
外
さ
ず
に
、
凍
っ

た
ま
ま
電
子
レ
ン
ジ
（
６
０
０

Ｗ
）
で
１
分
加
熱
す
る
。
解
凍
で

き
て
い
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
、
様

子
を
見
な
が
ら
少
し
ず
つ
加
熱
す

る
。②

ラ
ッ
プ
を
外
し
、
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
き
目
が
つ
く
ま

で
焼
く
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

冷
凍
庫
に
常
備
し
て
お
く
と
忙

し
い
朝
や
小
腹
が
減
っ
た
時
な
ど

に
簡
単
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
便
利
で
す
。
ハ
ム
を
一
緒
に

は
さ
ん
で
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

（145）落ち込んでいる時は
無理に入浴しないで

カップルで （145）落ち込んでいる時は
無理に入浴しないで

カップルでカップルで
一緒に食べよ

家庭料理研究家　池上   正子

とろ～り冷凍トーストサンド

家

とろ～り冷凍トー

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

★
抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な

景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
氏
名

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
答
え
の
送
付
先
】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３

25

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所

宛

先
月
号
の
答
え
は

　
　
　「
オ
ク
ル
コ
ト
バ
」

三
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

①
宮
崎
県
延
岡
市

河
野
美
佐
子
様

②
宮
崎
県
日
向
市

黒
木
澄
江
様

③
和
歌
山
県
和
歌
山
市

中
西
弘
晃
様

★
景
品
は
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん
の

エ
コ
バ
ッ
グ
で
す
。
皆
さ
ん

ど
し
ど
し
お
便
り
下
さ
い
。

岩田先生
の

心も体も

生き生き
！

宮崎県  龍雲寺聖徒　薬師整骨院  岩田行敏院長

　新年度が始まって１カ月！体調がイマイチ優
れないという方は、逆に体調改善に取り組む絶
好のタイミングです!!

《春の体調改善はこうする！》
①朝一杯のハーブティーを飲む！
　春は細胞の生まれ変わりが活発になる季節！そんな時期に、特に
おすすめしたいのが、朝一杯のハーブティー!!
　普段、毎朝飲んでいるコーヒーに代えて、ぜひハーブティーを飲
むようにしてみて下さい。
　細胞の生まれ変わりを通して、冬の間に体に溜まった余分なもの
をデトックスしてくれる効果があります。

②よく噛んで食べる！
　よく噛んで食べること。たったこれだけで、体調が良い方向へ変
わってくるでしょう。食べ過ぎを防ぐことと共に、同じ食べ物で
あっても十分に栄養を摂ることもできます。

③日記をつけ始める
　心のケアには日記をつけることも効果的。
日々思ったこと、考えたことを心の中に溜める
のではなく、書くことで発散、そして自分で再
認識することができます。
　これを続けることで、自分の考えや心が整理
されてくるでしょう。
　これが、実は安定した気持ちを持つことや余
裕のある心を持つことができる秘訣でもあります!!
　最初はメモ書きや箇条書きでも構いませんし、長く書く必要もあ
りません。
　少しずつで良いので、習慣化して続けることが大切…これこそ、
自分でできる心のナチュラルケアでもあります。

　冬の間、ちょっと体調が優れなかった方、ストレスが溜まってし
まった人は、さっそく試してみてください!!春は体調改善に絶好の
タイミングなのですから…。

スマホかパソコンで
検索してみてね

今がチャンス！春の体調改善講座！

我
が
家
の

よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん

和
歌
山
県
有
田
郡
広
川
町

養
源
寺
聖
徒
団

よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん
の
ご
主
人

守
法
慶
隆

副
団
長

名
前

イ
コ
く
ん

十
二
歳

オ
ス

種
類

ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
フ
ォ

ー
ル
ド

ご
主
人
さ
ん
の
一
言

良
い
子
だ
か
ら
イ
コ
と
名
前

を
つ
け
、
そ
の
名
前
ど
お
り
い

つ
も
良
い
子
の
イ
コ
く
ん
で

す
。今

日
は
元
祖
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
お
昼

寝
。寝

て
い
て
も
注
目
を
浴
び
る

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
で
す
。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ



　⑹

日蓮宗霊断師会連合会　会長日蓮宗霊断師会連合会　伝主

〒100-0402
東京都新島村本村3－1－4
TEL 04992(5)0168
FAX 04992(5)0111

三 松 山 長 栄 寺

令
和
七
年
が
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の

か
、
今
年
の
お
正
月
に
聖
徒
の
皆
さ
ん
に

お
話
し
ま
し
た
。
十
干
十
二
支
で
は
「
乙

巳
」「
き
の
と
み
」
と
い
う
年
で
、
今
ま

で
の
岩
盤
の
よ
う
に
強
固
で
あ
っ
た
陋
習

（
ろ
う
し
ゅ
う
）（
＝
悪
い
習
慣
）
を
打
破

す
る
可
能
性
が
芽
生
え
始
め
、
新
た
な
成

長
が
始
ま
る
年
に
な
る
。変
化
を
恐
れ
ず
、

困
難
を
乗
り
越
え
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
向

か
い
ま
し
ょ
う
、
と
お
話
を
し
ま
し
た
。

日
本
の
歴
史
の
中
で
も
「
乙
巳
」
と
い
う

年
は
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
六
四
五
年
は
「
大
化
の

改
新
」
が
始
ま
っ
た
年
で
、
律
令
国
家
へ

と
進
ん
で
行
く
、
国
家
形
成
の
基
盤
が
で

き
た
年
で
す
。
一
一
八
五
年
は
、「
壇
ノ

浦
の
戦
い
」
が
あ
り
、
貴
族
政
治
が
終
わ

り
、
武
家
政
治
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
九

〇
五
年
は
「
日
露
戦
争
」
に
勝
利
し
、
日

本
が
世
界
の
五
大
列
強
国
の
一
つ
に
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
本
年
の
前
半
を
見
て
お
り

ま
す
と
、
陋
習
打
破
と
も
思
え
る
事
態
が

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。政
治
の
世
界
で
は
、

長
ら
く
与
党
で
あ
っ
た
政
党
が
倒
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
三
十
五
年
前
は
世
界
第
二
位

で
あ
っ
た
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
、
韓

国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
も
抜
か
れ
現
在
は
第

三
十
四
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
増
税
を
継
続
し

て
い
く
の
か
、
減
税
を
し
て
国
民
の
所
得

を
増
や
し
、
経
済
の
規
模
を
拡
大
し
国
民

を
豊
か
に
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
と
い

う
議
論
が
沸
騰
し
て
お
り
ま
す
。
三
十
五

年
間
ず
っ
と
増
税
が
続
い
て
い
た
の
で
す

か
ら
、
減
税
と
な
れ
ば
画
期
的
な
こ
と
で

す
。
ま
た
、
オ
ー
ル
ド
メ
デ

ィ
ア
（
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
）

が
、
真
実
を
伝
え
ず
偏
向
報

道
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
兵

庫
県
知
事
選
挙
な
ど
で
分
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
）

の
情
報
も
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ

ー
ス
（
偽
情
報
）
も
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
が
、
オ
ー
ル
ド

メ
デ
ィ
ア
も
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ

ー
ス
を
流
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
国
民
の
多
く
が
オ

ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情

報
支
配
に
疑
問
を
持
ち
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
を
は
じ
め
と
す
る
テ
レ
ビ

会
社
の
女
性
に
関
す
る
反
社

会
的
な
体
質
に
、
批
判
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
更
に
大
き
な
変
化

は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
劇
的
な
発
達

で
す
。
こ
れ
は
今
年
に
始
ま
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
学

生
で
も
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
」
等
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
を

縦
横
に
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
思

考
レ
ベ
ル
は
、
大
学
の
教

授
一
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た

よ
り
も
高
い
レ
ベ
ル
だ
そ

う
で
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶
で
お
話

し
て
い
た
「
古
く
か
ら
の

岩
盤
が
壊
さ
れ
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
」
と

い
う
こ
と
が
実
際
に
起
こ

っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
時
代
の
変
革
に
関

し
て
、
我
々
は
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
行
け
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

日
蓮
聖
人
は『
撰
時
抄
』

の
中
で
、

「
今
に
し
も
見
よ
。
大
蒙

古
国
数
万
艘
の
兵
船
を
浮
か
べ
て
日
本
国

を
攻
め
ば
、
上
一
人
よ
り
下
万
民
に
い
た

る
ま
で
、
一
切
の
仏
寺
一
切
の
神
寺
を
ば

投
げ
捨
て
て
、
各
々
声
を
つ
る
べ
て
南
無

妙
法
蓮
華
経
、南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
、

掌
を
合
わ
せ
て
、助
け
給
へ
日
蓮
の
御
房
、

日
蓮
の
御
房
と
叫
び
候
は
ん
ず
る
に
や
。

（
中
略
）
仏
に
な
る
道
は
此
れ
（
法
華
経
）

よ
り
ほ
か
に
又
も
と
む
る
事
な
か
れ
。」

と
お
示
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
今

の
劇
的
な
変
化
は
鎌
倉
時
代
の
蒙
古
襲
来

と
性
質
は
異
な
り
ま
す
が
、
日
本
の
基
盤

を
揺
る
が
す
よ
う
な
大
変
化
で
す
。
こ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
社
会
状
況
を
受

け
入
れ
な
が
ら
も
、
心
の
拠
り
所
は
、
唯

一
の
真
理
の
教
え
で
あ
る
お
題
目
に
全
て

を
委
ね
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

『
秋
元
殿
御
返
事
』
に
は

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
さ
せ
給
え
、

現
世
安
穏
後
生
善
処
、疑
い
な
か
る
べ
し
。

法
華
経
の
行
者
を
ば
、
一
切
の
諸
天
、
不

退
に
守
護
す
べ
き
経
文
分
明
な
り
」

と
お
示
し
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
お
題

目
を
唱
え
る
人
は
、
ど
の
様
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
も
諸
天
善
神
が
必
ず
お
護
り
下
さ

る
の
で
す
。
い
よ
い
よ
信
心
堅
固
に
、
倶

生
神
月
守
を
着
帯
し
、
お
題
目
を
唱
え
、

他
の
方
に
も
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。本

誌
イ
ラ
ス
ト

小
川
け
ん
い
ち

大
分
県
杵
築
市

妙
経
寺
聖
徒
団

（
後
藤
正
軌
団
長
）

木
元
堆
二
（
き
も
と
た
い
じ
）
君

（
令
和
五
年
生
ま
れ
）

今
日
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
お

参
り
に
来
ま
し
た
。
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
引
き
続
い
て
四
世
代
に
渡
り
、

お
守
り
を
着
帯
し
て
い
ま
す
。

よろこび法話よろこび法話
激動の時代に、どう生きて
行けばよいのでしょう。

松
永
慈
弘



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


